
 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地区計画の区域内において建築行為などを行うときには、 

届出が必要となります。 

 

 

◎届出、勧告 

地区内で建物を建てたり、宅地を造成したりする場合は、着手の３０日前 

までに都市計画課に届出していただくことになります。 

       都市計画課では、届出を受けた計画が地区計画に適合しているかをチェック 

します。適合していない場合は、設計変更などをしていただくよう勧告します。 

 

◎建築条例 

        地区計画の中で特に重要なものについては、市の｢建築条例｣で定めています。 

これにより、建築確認の必要条件となり、内容に適合しない場合は、建てられな 

くなります。 

 

 

（お問合せ先） 

北広島市役所企画部都市計画課 

北広島市中央４丁目２番地１ 

TEL：011－372－3311（内線 3626） 
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地

区

整

備

計

画 

名称  北広島団地青葉町地区 

区域  計画図表示のとおり 

面積  約１．６ha 

地区施設の

配置及び規

模 

道路  

公園、緑地、広場その

他の公共空地 

緑地 約０．１ha 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

地区の

区分 

地区の名称 一般住宅地区 

地区の面積 約１．５ha 

壁面の位置の制限 都市計画道路｢北進通｣の道路境界線からの最低限度は13ｍ

(隅切部分を除く)、その他の道路境界線からの最低限度は1.5

ｍ(隅切部分を除く)とする。 

ただし、都市計画道路｢北進通｣以外の道路境界線のうち当該

限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が次の一に

該当する場合は、道路境界線から外壁等の面までの制定限度は、

1ｍとする。 

(1)車庫、物置その他これらに類する用途に供し、軒の高さが2.3

ｍ以下であるもの。 

(2)外壁等の中心線の長さの合計が4ｍ以下であるのもの。  

建築物等の高さの最高限度 

など 

建築物の各部分の高さは、当該部分から北側前面道路の反対

側の境界線又は隣地境界線までの真北方向の水平線に 5ｍを加

えたもの以下としなければならない。 

建築物等の形態又は意匠の制

限 

建築物の外壁、屋根及び工作物の色彩は、刺激的な色を避け、

周囲との調和に配慮したもの。 

備      考 
用語の定義及び面積等の算定方法については、特別に定める

ものを除き、建築基準法及び同法施行令の例による。 

  



名     称 北広島団地青葉町地区地区計画 

位     置 北広島市青葉町４丁目の一部 

区     域 計画図表示のとおり 

面     積 約 １．８ha 

地区計画の目標  当地区は、市の東に位置し、昭和４０年代後半の新住宅市街

地開発事業により整備された、「北広島団地」の東端にある。現

在まで良好な住宅地を形成してきたが、近年の社会情勢の変化

により、少子高齢化や人口減少が進行している。 

 本計画地は、市の上水道施設として使用されてきたが、廃止

となることから、土地の有効活用を行うために用途地域を変更

し、本地区にふさわしい土地利用を図るとともに、周辺の住環

境の保全を目標とする。 

区 域 の

整備、開

発 及 び

保 全 に

関 す る

方針 

土地利用の方針  幹線道路沿道であることから、用途地域の変更に合わせ、土地

の高度利用を促進し、周辺住宅地の利便施設の誘導を図るとと

もに、周辺の住環境を保全する。 

１ 「一般住宅地区」 

  住宅と店舗、事務所が協調できる地区とする。 

地区施設の整備の方針  周辺に緑地が配置されていることから、これを適切に維持・保

全する。 

建築物等の整備の方針  地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、建築物等に関す

る制限を次のように定める。 

１ ゆとりのあるまちなみを形成するため、「建築物の壁面の位

置の制限」を定める。 

２ 周辺の住環境の保全と、日照や眺望の確保のため「建築物

の高さの制限など」を定める。 

３ 周辺環境との調和や、うるおいのある景観を形成するため、

「建築物等の形態又は意匠の制限」を定める。 

その他当該地区の整備、開発

及び保全に関する方針 

良好な住環境を形成するため、宅地の地盤面は周囲の生活環

境を損なわない高さとする。 

 


